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新しい高齢者通所介護の潮流
― 小規模事業所の現状と課題 ―

朝倉　和子 1　　山岡　義卓 2　　西口　守 1

　西暦2000年の介護保険施行により、高齢者福祉の世界は措置制度から契約へと転換が図
られた。サービスを提供する側も様々な事業者が参入してきている。その中で、利用者が
本当に求めているサービスは何かを改めて考える必要性が出てきている。
　本研究では、特に小規模デイサービスに注目し調査を実施した。世間一般的には、高齢
者サービスについて具体的な内容は認知されていないものの、小規模ならではの個別的
で家庭的なサービス内容とその効果が伺えた。多くの人生経験を重ねてきた高齢者に対し
て、その人生段階にふさわしいサービスが提供されていないことの問題性が問われている
中で、小規模デイサービスにおける試みは、今後の高齢者支援において注目されるべき部
分が多いことが示唆された。
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１．研究の背景
　西暦2000年の介護保険法の施行は、戦後の社会
福祉サービスの提供枠組みであった措置制度を高
齢者福祉領域では実質的に終焉させ、新しい契約
という枠組みでのサービス提供に変化させた。措
置制度は、ある意味国家がサービスの受給をコン
トロールする仕組みであるが、契約はサービス提
供者と利用者の対等な関係の中でサービスの要
否、内容、程度を決めるものであり、事業者は一
定の要件を順守すれば、だれでもが参入ができ、
またこのことが競争原理を促し、その中で利用者
は自由に事業者を選択でき、もってサービスの質
の確保と向上をはかるものである。
　図１をみてわかるようにこの10年で要介護認定
者数は、218万人から469万人に、すなわち２倍以
上増加し、それに伴い総経費も3.6兆円から7.7兆
円に増大し、こちらも２倍以上の伸びを示してい
る。
　ところで、我が国における戦後の高齢者福祉の
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図 1＊　要介護認定者数の推移（単位：万人）
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発展を概観すると、１）老人福祉法制定による高
齢者福祉サービの黎明期、２）サービス拡充期、
３）制度改革期に分けることができるだろう。高
齢者福祉サービスは、高齢者の増大、また要介護、
要支援高齢者の大幅な増加に呼応し、拡充してき
た。その中でも、1983年の国際障害者年を契機に、
我が国の福祉サービスは在宅サービスが中心とな
り、そのサービスも拡充してきた。制度創設当初
は、いわゆる選別的ニーズに基づくサービスが基
本であったが、高齢者の増大や、社会の構造変化、
また人権意識の高まりなどを背景にサービスが普
遍化され、介護保険はそれが究極として結実した
ものといえるだろう。すなわち、社会福祉のサー
ビスは、行政による低所得層で家族がいない人々
へのコントロールした形から、いつでも、どこで
も誰でも、必要なだけサービスを受けることがで
きるようになったといえるだろう。つまり、介護
保険は、福祉サービスにある種の市場原理を導入
し、利用者の自己選択、自己決定、自己責任に基
づいてサービスの品質を確保するものであった。
この意味でいえば、介護保険の導入は「サービス
向上の切り札」であった。
　ところで、厚生労働省の平成19年介護サービ
ス施設・事業所調査結果によると訪問介護事業
所は21,089ヶ所あり、居宅介護支援事業所を除け
ば最大であるが、通所介護事業所はこれに次ぐ
20,997ヶ所設置されている。これらの事業所の平
成18年と19年の増減率をみると、訪問介護事業所
が0.6％、また居宅介護支援事業所が2.5％のそれ
ぞれ増加であったのに対して、通所介護事業所は
8.2％と高い増加率であった。このように通所介
護サービスは現在も拡大傾向にある。
　では、通所介護事業所の経営実態はどのように
なっているかを次に述べる。
　厚生労働省の平成21年介護サービス施設・事業
所調査結果によると、通所介護事業所を経営する
法人種別では営利法人が41.6％を占め、社会福祉
法人の40.6％を上回っている。この傾向は全ての
福祉系サービスで見られ、在宅系福祉サービスに
おいては、営利法人の参入が旺盛であることがわ
かる。また厚生労働省の平成20年介護保険サービ
ス経営実態調査において、通所介護事業所の収支

差率はプラス7.3％でこれが平成23年には11.6％に
上昇している。すなわち、通所介護は在宅サービ
スでは高い収益率を保っていることがわかる。た
だ、収益率の2極化も進んでおり、同調査では収
益率がマイナス20％以下の施設が全体の20％を超
えている一方、プラス25%以上の施設も20％近く
あることは特筆すべきことだ。さらには収益率は、
法人種別でも差があり、社会福祉法人立が9.9％
のプラスであるのに対して、事業規模が小さい
NPO法人等はマイナス3.3％になっている。また
通所者の規模によっても顕著に収益に差が生じて
おり、最小規模では収益率がママイナス27.8％で
あるのに対して、最大規模ではプラス13.9％にも
および、大規模施設が経営上有利であることを明
らかにしており、いわゆる「スケールメリット」
が影響を及ぼしている。
　前述したように、介護保険では多様な事業者の
参入によって、ある種の競争原理を生み、利用者
へのサービスの質向上を図ろうとするものである
が、このような理念と相いれない状況も存在して
いる。たとえば、高齢者施設では衣類等が汚れな
いよう利用者が一律に前掛けのようなエプロンを
して食事をする光景がしばしば見られるが、この
エプロンの着用は衣類交換等の職員の手間を省く
ためであり、エプロンが必要でないお年寄りにも
画一的に行われていることから高齢者自身の尊厳
を傷つけている可能性も少なくない。通所介護施
設でも全く同じことが行われおり、本来は一人ひ
とりに即して個別的な対応をしなければならない
はずだが、規模が大きいためにそのような発想は
見られず、職員の都合や職員の仕事への合理性が
優先されるために皆一律になっている現状を垣間
見るのである。
　また通所介護施設等の高齢者施設におけるレク
リエーション等の活動内容にも課題が挙げられ
る。多くの通所介護施設では、利用者の判断力に
関係なく一律的に簡単な塗り絵をさせる等、高齢
者を「あまりにも子どもっぽく」扱っていること
があり、利用者本人や家族からも疑問の意見を聴
くことがある。高齢者に対する子ども扱いについ
ては、後に述べる研究会で福祉サービスを利用す
る当事者からも同じような意見があり、高齢者福
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祉サービスの共通に抱える負の課題といえるかも
しれない。
　ではなぜ高齢者を子ども扱いするのだろうか。
それは、高齢者の人生、歴史を共有することが少
ないためではないだろうか。一人ひとりが歩んで
きた人生は、重みがあり、それをしっかり受け止
めることができるような関係性が構築されていれ
ば、子ども扱いなどできるはずはない。しかし、
現在の高齢者サービスでは、前述したような経営
的な問題からスケールメリットが効く大規模化が
進んでおり、職員と一対一のしっかりとした人間
関係がなかなか作れない状況がある。
　このような中で、我々は2015年を迎える。すな
わち団塊の世代の大量退職の時代が始まるのであ
る。この層の人々は意識も高く、またある種の購
買意欲も強く、さらには権利意識もあり、現在の
ような子ども扱いのサービスでは対応できるはず
もなく、ニーズもますます高度化することが考え
られる。この中で、いったい高齢者福祉施設、と
りわけ通所介護サービスでは、どのように新しい
高齢者層と向き合い、またどのようなサービスを
構築するのか、大きな課題であり、ここに我々の
問題意識がある。

２．研究の目的
　本研究は述べてきたような背景によって支えら
れている。すなわち、収益のためのサービス規模

（定員）の大規模化が進む中、利用者の気持ちに
なかなか寄り添えない現状があるのではないかと
いう問題意識である。また、大規模施設では精神
的心理的に不安定になる利用者もおり、それらの
人々は施設から離れていき、家族の介護の負担の
軽減にならないことも散見される。
　そこで本研究では、利用者の細かいニーズを拾
い上げ対応できる小規模施設の現状を多面的に把
握しその可能性と課題について検討をするもので
ある。
　なおこの研究は、本学の地域連携プロジェクト
の一環として、地域の企業、株式会社そらからの
受託研究として実施した。ここではその経緯と研
究スキームそして研究会の実施内容について触れ
ておく。

２－１　委託元からの依頼経緯
　株式会社そら（三鷹市）は、2011年に設立され、
現在は、主に介護タクシー事業を行っている。同
社の設立は、株式会社サヤマトラフィック（三鷹
市）代表取締役であり同社取締役の佐山正氏の経
験に端を欲する。佐山氏は、自身の母親を介護す
る中で、本当に高齢者が求めている介護サービス
が提供されていないと感じるようになった。たと
えば、デイサービスで提供されるレクリエーショ
ンは、塗り絵やお手玉など子どもの遊びと思われ
るようなものが中心である。こうしたレクリエー
ションは、さまざまな社会経験を経た知識や見識
のある高齢者には、自分が貶められたように感じ
られ、積極的に参加することは難しいと言う。
そこで、佐山氏は、この巷間で行われている介護
サービスが利用者のニーズに合っていないのであ
れば、自分自身でニーズにあった事業を立ち上げ
ようと考えた。
　一方、1984年に佐山氏が設立したサヤマトラ
フィックは、精密機器を専門に扱う輸送業を行っ
ている。同社は、ただものを運ぶだけでなく、丁
寧な扱いが要求される精密機器を取り扱う技術を
有している。また、当然、車輛の運行管理や運転
手の配置等のノウハウも有している。
　そこで、本業であるサヤマトラフィックの有す
るリソースを活用した介護事業として、高齢者の
移動、すなわち介護タクシー事業を軸にして、真
に利用者が求める介護サービスを提供するための
事業の立ち上げを構想する。しかし、自身は介護
関係の専門家ではないことから、経験者や専門家
の協力を得ながら準備を進めることとした。その
一環として、本学人間福祉学科にも相談が寄せら
れ、同事業の立ち上げおよび運営に資するための
介護サービスに関する調査研究を実施することと
した。大学側では、単に調査研究を行うだけでな
く、学生が本調査や事業の立ち上げに関わること
を通じて、福祉ビジネスに関する実践的な教育機
会を提供することを目指した。

２－２　「福祉ビジネス研究会」の活動内容
　本調査研究の一環として、当事者を含むさまざ
まな領域の関係者と介護事業に関する意見交換を
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行う場として、「福祉ビジネス研究会」を発足した。
同研究会は、直接的に本調査研究に資する情報を
得ることに限らず、意見交換を通じて福祉領域に
おける新たなビジネスモデルの可能性を探ること
も念頭に置き、本調査研究と並行して開催した。
これまでに開催した研究会の開催概要は、表１の
とおり。

３．研究の方法
　調査は小規模デイサービスに対するアンケート
調査及びデイサービスへのイメージを把握するた
めのヒアリング調査を実施した。
　アンケート調査：東京都内にある定員10人以下
の小規模デイサービス、200施設に対し、郵送に
よるアンケート調査を実施した。期間は2011年９
月22日～10月12日。回収数は44で回収率は22%で
あった。回答者の肩書きは代表者が20人（46.5％）
と最も多く、回答者の男女比は20人（46.5%）：23
人（53.5％）（不明１人）、回答者年齢は25歳～72
歳（平均48.2歳）であった。
　ヒアリング調査：東京家政学院大学の学生９名

（４年生１名、３年生２名、１年生６名）にデイサー
ビスについてのイメージに関するヒアリング調査
を家族（父・母・祖父母、ヒアリングが可能な家
族）に対して実施してもらった。ヒアリング項目
はデイサービスについて①知っていたか、②どん
な印象を持っていたか、③レクリエーションプロ
グラムについてどこまで知っているか、④自分は
行ってみたいか、⑤行ってみたい理由は何か、⑥
行きたくない理由は何か、⑦これからどのような

　表１　福祉ビジネス研究会の概要

回 開催日 参　加　者 概　　　要

1
2011年

５月12日
企業経営者、本学教職員、市民代表者、教
育関係者、医療施設等関係者等（計13名）

本研究会の趣旨の確認、本調査研究の紹介、
高齢者介護事業に関する意見交換等

2
2011年

６月30日
企業経営者、本学教職員、大学生、デイサー
ビス経営者（計６名）

小規模デイサービス事業者の視察、運営方
法に関する調査、課題等について意見交換

3
2011年

11月10日
企業経営者、本学教職員、医療施設等関係
者（計６名）

本調査研究の中間報告と意見交換

4
2012年
４月

企業経営者、本学教職員、学生、医療施設
等関係者（計７名）

これまでの調査研究の報告を踏まえて意見
交換

サービスを望むか、の７項目である。協力学生に
レポート形式にて提出をしてもらった。
　なお、アンケート調査、ヒアリング調査共に調
査分析、結果報告時等において施設・事業名、個
人名が特定できないようにする、必要の際は関係
者に了解を得る等、十分な配慮を実施している。

４．研究の結果
　アンケート調査はデイサービスの運営開始、運
営構成といった基本的な情報に関する設問から小
規模デイサービスのプログラム内容や特性等に関
する設問（選択・自由記述）の計19項目（資料１）
である。以下に調査結果の概略を述べる。
　アンケート調査対象の事業所の運営開始時期は
2000年～2011年であり、2009年～2011年に開始し
た事業所は52.4％であった。介護報酬改定後も小
規模デイサービスへのニーズや創設意欲があるこ
とが分かった。事業所形態は株式会社などの営利
法人が72.1％、社会福祉法人が2.3％、NPO法人が
18.6％、その他７％と株式会社などの営利法人が
７割以上を占めている。特別養護老人ホーム等の
入居施設等、多くの福祉施設は社会福祉法人の運
営である中で、運営形態に特徴が見られた。また、
小規模ということから、その経営も家族や自宅を
活用したものであると予測されたが、家族を中心
とした運営と答えたのは7.0％で、93.0％の事業所
は家族中心ではないとの結果がでた。事業所も自
宅を兼ねているのは同じく7.0％であり、93.0％の
事業所は自宅と切り離した形態であり、自宅を提
供しての運営は少ないことが分かった。
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　利用者定員は平均9.98人であり、最も多い利用
者数は10名であったが、10名以上となると急激に
減少している。利用者15名以上で5名増すことに
介護職員を１名追加配置が必要となる等、人員
配置も関係していると考えられる。稼働率を見て
みると平均は69.2％だが、内訳は37～98％であり
最も多い有効パーセントでも4.6％（稼働率80％）
とばらつきが見られた。常勤職員数は、平均3.09
人であり、１人という事業所も7.0％あった。多
くは２人（34.9％）、３人（34.9％）であるが、人
員配置もぎりぎりで行っていることが分かった。
　事業所の人件費比率は平均60.5％であり、６割
程度で納めているところが多いが、最大値120％
～最小値25％がそれぞれ１件あり、ここにもばら
つきが見られた。利益率は平均11.9％であった。
数値範囲は－30％～80％であり、最も多い有効
パーセントは利益率０％とした4.6％であり、ば
らつきが見られたと同時に、何よりも厳しい経営
状態が伺えた。
　事業所のサービス内容を見てみると、事業所で
力を入れていることは事業所での食事サービス、
外出、入浴、レクリエーションと続く。特に食事
に力を入れていると答えた事業所は62.8％であっ
た。入浴が少し順位が下がったのは、人員の関係
もあると考えられるが、利用者のニーズも食事、
外出、レクリエーションといった、昼間の時間を
快適に過ごすことにあると推測される。サービス
プログラムの選択性は、利用者が選べる（37.2％）、
時と状況で選べる（58.1％）と何らかの選択が可
能である施設が90％を超えていた。逆に選べない
と答えた施設は4.7％であった。利用者による選
択性が重視されていた。
　事業所の利用で利用者の状態改善が見られたか
どうかという設問には、状態が良くなったと言う
利用者がいると答えたのが95.2％、良くなった利
用者はいないが4.8％であり状態改善の割合が高
いことが分かった。さらにその理由としては、利
用者数が少ないため（13.7％）、利用者との関係
の近さ（14.9％）、職員との関係の近さ（18.4％）、
家族とのコミュニケーション（13.1％）、プログ
ラムの充実（5.7％）と、小規模施設ならではの
特性が理由として挙げられた。また、事業所の「売

り」を自由記述で聞いたところ、家庭的雰囲気や
運動機能向上プログラム、個々のニーズへの対応、
少人数・家庭的なサービス、手作りの食事といっ
た、小規模施設ならではの特性と同時に、運動プ
ログラムや個別ニーズへの対応等、専門的な部分
も重視しており、事業所は利用者からの家庭的
ニーズと専門的ニーズの双方に応じようとしてい
ることが分かった。また、状況が良くなった利用
者についてその具体的な様子を聞くと、運動機能
面（歩行など）の改善、活動的になった、会話が
多くなった、認知症の後退もしくは現状が維持さ
れている、問題行動の減少、食欲の増進、表情や
発語の改善、生活リズムの改善が挙げられた。小
規模、少人数ならではの丁寧な対応と利用者の状
況把握がなされていることが分かった。
　小規模デイサービス運営の立場から、大規模デ
イサービスの課題点について聞いたところ、大規
模デイサービスには送迎時の対応に問題がある、
営利主義である、個別への対応ができない、集団
でのプログラムが多い、施設運営の規則があり、
各家庭の事情にフィットしていない、画一的、家
庭的雰囲気ではない、ということが指摘された。
しかし、これは全面的に大規模施設を否定してい
るのではなく、大規模施設には、多くの専門職が
存在している、連携がとりやすい等の特性もあり、
大規模、小規模それぞれに役割があるということ
であろう。
　今後のデイサービスのプログラムの在り方に必
要なことについては、個別の状態を確認しケアを
考える、自由に過ごせる場の提供、人員不足の解
消の必要性、認知症対策、規制の緩和といった
事柄が挙げられた。その他デイサービスにおける
サービス内容の個別性とそれに対応可能な環境の
重要性が挙げられた。
　次にデイサービスについてのヒアリング調査に
ついて述べる。ヒアリング調査の回答は、母親４
名、父親３名、祖父１名、祖母１名であった。デ
イサービスについては回答者９名全員が知ってお
り認知はされていることが分かった。印象につい
ては、人と集えるところだが行きたくない、あり
がたい、送迎を行っている、（どの施設でも）同
じサービスで職員が忙しそう、充実していて楽し
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そう、といった回答があった。また、デイサービ
スにおけるレクリエーションプログラムについて
も内容までは深く知らない、友人から聞いて多少
は知っている（内容は不明）、カラオケ、といず
れも抽象的な回答であり、サービス内容を含め、
デイサービスについて具体的な内容は認知されて
いないことが分かった。
　デイサービスに自分は行ってみたいかという設
問には、行ってみたいが１名、あまり行きたくな
い１名、現在は行きたくないが今後試してみたい
２名、行きたくない１名、不明４名であった。肯
定的な意見は少数であったが、必要になったら利
用を考えるという意見もあった。デイサービスに
行ってみたい理由は、いろいろな人とふれあいた
い、複数の人と時間を有意義に過ごせそう、身体
の自由が利かなくなった時の気分転換になると
いった意見があり、人とのふれあいの必要性が挙
げられた。逆に行ってみたくない理由はデイサー
ビスより自分の趣味を持っていたい、複数の人と
のコミュニケーションが面倒になりそうといった
意見があり、個人の時間の重視と人間関係への不
安が挙げられていた。また、デイサービスといっ
た介護施設を必要としない生活を送りたいといっ
た介護予防の視点からの意見もあった。
　デイサービスに望むことは、個々にあったサー
ビス、趣味を活かせる場所であってほしい、苦手
な利用者・スタッフにはいてほしくない、介護・
趣味活動においても質の高いスタッフの配置、清
潔であってほしい、医師付きの旅行、ダンス・運
動・動物とのふれあい、コミュニケーション、子
どもと接するようにされたくない、大人である、
といった意見があった。人間関係や個別的なサー
ビス提供への配慮、そして目上の人間としての尊
厳が重要であり、求められていることが分かった。
　以上より、デイサービスは認知はされているが
具体的な内容については周知しきれていないこと、
デイサービスの利用について何かしらの抵抗は抱
いていることが多いが、将来における必要性を感
じていることが明らかになった。さらに、集団へ
の抵抗もあれば、それを「ふれあい」と捉えるケー
スもあること、職員への専門性や質の高いケアへ
の期待が大きいことも分かった。そして何よりも

高齢者を子ども扱いしないといった人としての適
切な対応が求められていることが明らかになった。
これは高齢者福祉施設の関係者に限らず、福祉専
門職全体においても留意されるべきことであろう。

５．考察
５－１　顔が見える関係
　介護保険導入後、通所介護事業所は大きく増大
してきた。この状況は、まさに競争的環境が構築
されてきたことであり、もって利用者へのサービ
スの質の向上を図れるものであると期待されてい
るのである。しかし、一方では、利用者の尊厳を
傷つける子ども扱いをする行為が発生しているこ
とをうかがわせる状況も指摘されている。もちろ
ん、このような行為が意図的で作為的な行為とは
思われないが、無意識のうちに子ども扱いする行
為が発生する背景にはどのようなことが考えられ
るのかという問題意識があった。
　我々はこの背景には、サービスの効率化や収益
性のためのスケールメリットを生かした大規模で
画一的なサービス思想が横たわっていると考え
た。すなわち「顔が見えない関係」である。別の
表現をすれば「個別化されないケア」といっても
よいだろう。
　この個別化は、バイスティックのケースワーク
の原則１）でも位置づけられていることは多くの
人々が理解している。しかし渡部はその実践は容
易でないとして次のように述べる。「クライエン
トを個別化できるということは、クライエントが
どのような人か、これまでどんな生活をしてきた
のか（過去）、いまはどんな状況にあるのか（現在）、
いまの状況のクライエント独自のとらえ方はどの
ようなものか（固有の理解）、今後、どのように
していきたいと考えているのか（未来）、どんな
問題への取り組み方が本人の力を最大限に生か
し、かつ、価値観に沿ったものになるのか（問題
対処法、本人の力、価値観）といったことを総合
的に理解してはじめて成立する」２）

　個別化したケアとは、今、目の前の利用者の人
生を丸ごと受け止め、支えるということなのだと
改めて理解したい。この関係の構築が、大規模の
通所介護施設では作りにくく、ここから上述した
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利用者を無意識のうちに子ども扱いする対応が引
き起こされると考えてもいいだろう。
　さて、小規模施設ではこの顔の見える関係につ
いてどのように理解しているのだろうか。それを
今回は「事業所の売り」について尋ねているが、
その結果では、①家庭的雰囲気、②個々のニーズ
への対応、③小人数・家庭的なサービス、手作り
の食事などと答えていて、顔の見える関係＝家庭
的雰囲気という認識になっている。

５－２　相互行為としてのケア
　小規模施設においては、この家庭的で個別的な
サービスに自らの強みを見出している。それは具
体的には、利用者がサービスプログラムを選べる
ことに表れている。（何らかの形で利用者が選べ
る施設の割合は調査では９割を超えている）
　すなわち、小規模施設においては、利用者が主
体者として自己選択と自己決定の責任を担い、そ
れに応じて職員は必要な支援を提供しているとい
うことである。本来のサービスは、この関係を軸
に行われるはずであるが、福祉サービスでは、利
用者が身体的、精神的、社会的に弱者であるとい
う職員の一方的な思い込み（配慮かもしれない）
によって、利用者はされる存在として位置づけら
れ、そしてそれを利用者も役割として演じている
ともいえるだろう。
　井上は「ケアされるという経験には、これまで
常に自己否定感が伴ってきた」３）と述べるが、上
野が言う「とりわけ『自立』を強調する近代社会
のリベラリズム的な個人観のもとでは、依存的な
存在になることはすなわち自己決定権を失うこと
を意味していた」４）と通底しており、するという
行為を抑止される経験が反復的に惹起されれば、
人間の尊厳を根こそぎ奪い去られることにつなが
ることは容易に予測される。すなわちケアされる
ことの反復的な経験は、ケアされる側の沈黙にな
り、沈黙が起これば、ケアする側が主導的な立場
を必然的に獲得していくことになるのであり、こ
こが「ケアする側とケアされる側の関係構築」と
いう営みにおいてもっとも注意を払わねばならな
いロジックなのである。
　筋萎縮性側索硬化症患者の「その人らしく生る

こと」を研究した隅田はMurphyの「自立を共有
文化の価値観として内在化した人々にとって、自
分ができないことが増加し他者に依存する存在と
なることは、その価値観からの逸脱を表す。今ま
での価値観から逸脱することで罪悪感や嫌悪感が
生じ、患者の自己評価が低下する」５）この基本的
な考えを発展させて「（このような状況では）価
値観が崩壊するだけでなく、将来、進行により依
存することが増えるということを考え、価値観の
崩壊が助長される」６）と述べている。
　作られた、強制された依存関係の中で人は、「自
己決定権を失い」「罪悪感や嫌悪感」さらには「自
己評価」さえも低下することは明らかであり、こ
の状況を打開するためにはケアの相互作用性を上
野は次のように説く。「ケアとはそのとき、その
場で遂行される（サービスの場所は生産され消費
される）相互行為であり、そこで何が行われたか
を、関与者の一方からだけ、判定することはでき
ない。そこではケアされる側も、ケアする側も、
ケアという相互行為を遂行する能動的な行為者な
のである。」７）

　ここで上野の言う「ケアの相互行為」という概
念を押さえておきたい。ケアはそもそも一方的な
行為でなく、私とあなたの間で紡がれる感情で
あったり、意思であったり、ことばであったりす
る。ここを見誤るとサービス提供者はできなく
なった人に何かをしてあげることをケアだと考え
ることに堕してしまうのだろう。特に大規模施設
においては、個別化が難しい中で、この危険はよ
り高まると考えることができる。

５－３　通所介護の意義
　ではそもそも通所介護サービスとは何か。介護
保険法第８条第７項では次のように規定する。
　「この法律において『通所介護』とは、居宅要
介護者について、老人福祉法第五条の二第三項 
の厚生労働省令で定める施設又は同法第二十条の
二の二に規定する老人デイサービスセンターに通
わせ、当該施設において入浴、排せつ、食事等の介
護その他の日常生活上の世話であって厚生労働省
令で定めるもの及び機能訓練を行うこと（認知症
対応型通所介護に該当するものを除く。）をいう。」
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　通所介護は、何らかの支援が必要な人を日中だ
け預かり、日常生活に関するケアを提供する場所
である。ではどのような役割を期待されているの
か。それは大別すると１）家族のレスパイト（お
休み）サービス、２）当事者の心身機能の維持向
上だ。このようななかで通所介護利用者の状態は
どのような変化の特徴があるのかを次に述べる。
　葛谷らは「デイケアの利用者は未利用者に比べ
抑うつが少なかった」８）と述べている。また村上
らは「生活の安心感は通所利用群はホームヘルプ
サービス利用群に比べて有意に高い」、「通所利用
群は身体的健康がホームヘルプサービス利用群と
比べて有意に高い」９）ことを明らかにしている。
ただ断っておくが、この通所はいわゆるデイケア
利用であるが、通所サービスという大きなくくり
でいえば同じ範疇で理解してもよいだろう。
　これらの差がどこから生じたかについては、
様々な要因があると考えるが、少なくても、家か
ら外に出て、他者と関わるということそのものに
大きな意義があると考えてもよいだろう。

５－４　小規模サービスが良い支援関係を作る
　東方らは通所介護施設に通う虚弱高齢者に対し
て行った園芸活動プログラムが精神健康と活動能
力の向上に効果があった10）ことを明らかにして
おり、先駆的な施設で行われている、個別的な活
動が利用者の生活状況の好転につながっている事
が垣間見られる。
　これに関連して、調査でも利用者の状態の改善
が見られたと答えた施設が９割を超えていて、こ
れらには運動機能の改善だけではなく精神、認知
機能の改善が見られたと答える施設も相当あり、
この要因としても利用者の数が少ないことで利用
者間や職員との関係が近くなったことによること
や家族とのコミュニケーションが円滑になったこ
とによると答える施設が多くあった。

５－５　新しい通所介護の萌芽
　社会福祉法人夢のみずうみ村が経営するデイ
サービスセンター、夢のみずうみ村山口デイサー
ビスセンター11）が社会から注目を受けている。
当施設では、段差、坂、階段等日常で遭遇する

可能性のあるバリアを意図的に配置（「バリアア
リー」と表現している）したり、一日のプログラ
ムは利用者自身が決定する等、利用者の自立や
自己決定、利用者本位の理念に基づいた個別的な
サービスが提供されている。夢のみずうみ村が問
いかけていることは、どの様なときも人は個人と
しての尊厳が守られ、発展し、そのためにひとり
ひとりの自己決定が認められ、また利用者は責任
と誇りをもって選択し、実行することの大切さな
のだろう。病を得てそれをポジティブに意味づけ
なおすためには本人の内発的変化が必要であり、
そのためには本人のやる気と協力者が必要である
ことを隅田は明らかにしている12）が、周囲の生
き生きとしたかかわりが当事者の生活に深い影響
を与えることを我々は深く自覚すべきだろう。

６．おわりに
　小規模通所介護事業所の現状と可能性、そして
課題について述べてきた。上述した厚生労働省の
資料やこの調査結果にもあるように、小規模通所
介護事業所の経営は困難を極めている側面は否定
できない。特に、大きな営利法人のフランチャイ
ズとしてあるのではなく、個人が会社を設立して
運営する施設は、財政や労務また研修体系が脆弱
なため、さらなる困難に直面している。さらには、
今期の介護保険の報酬改定で、通所介護サービス
は報酬単価を切り下げられており、今後さらに厳
しい状況に見舞われる可能性もあるだろう。
　しかし、今まで述べてきたように、小規模サー
ビスは、大規模サービスでは実現できない利用者
の生活の質の向上に大きく寄与しているのは間違
いのない事実だ。ここを重大に考え、小規模サー
ビス事業所、特に財政的にも負担を強いられてい
る、個人開業の事業者に対しての社会の支援はど
うしても必要になるのだろう。
　さて、ある認知症の利用者が次のようなこと
ばを述べている。「病院で認知症と言われたのは
ショックでした。でももっとショックだったのは、
それからみなさんの目がかわったこと。かわいそ
うね～っていう目でみる人もいれば、あなたはも
うどうせわからないんだからって馬鹿にしたよう
な・・・。その人の目をみればすぐにわかります。



－ 91 －

朝倉　和子　　山岡　義卓　　西口　守 9

息子や娘でさえ、私を別物になったみたいな目で。
私は同じなのに」「私は私としていきたい」「認知
症と決めつけないでください。一人ひとりが違う
んです。私はわたしなんです。」「この施設に入っ
てから、私は16号室の患者です。」13）

　人間はどんな時も、歴史をもった、そしてその
歴史によって形作られた人格をもった尊い存在で
あることを決して忘れてはならない。
　ではそれを忘れないためには何をすべきか。次
の重度の障がいをもって暮らす自称「ケアを受け
るプロ」14）小山内の次の言葉は胸を刺す。
　「何をしてほしいかは、わたしに聞いてくださ
い」15）

　いいケア、個別ケアの原点とは、この言葉に
誠実に向き合い、そして応えていくという責任

（responsibility）が問われている。
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小規模デイサービスの可能性に関する調査の質問項目 
 
以下の問を読み、該当する選択肢に○を付すか、必要事項を記入してください。 

 

施設名  回答日 2011 年   月   日

肩書 ①代表者  ②事務局長  ③職員  ④その他（     ） 
回答者 
属 性 

年齢  性別 男   女 

 
問 1 あなたの事業者はいつ運営を開始されましたか。 
 
   （西暦          ）年 
 
問 2 あなたの事業所の経営形態（法人格）を次の中から選んでください。 
 
 ①社会福祉法人  ②特定非営利活動（NPO）法人  ③株式会社などの営利法人 
 ④その他（                      ） 
 
問 3 あなたの事業所は家族が中心になって運営されていますか。 
 

①はい  ②いいえ 
 
問 4 あなたの事業所は、法令を順守したうえで、ご自宅もかねていますか（併設されて

いることを含めます） 
 
①兼ねている   ②兼ねていない 

 
問 5 あなたの事業所の利用者の定員を教えてください。 
 
   （     人） 
 
問 6 あなたの事業所の平均稼働率を教えてください。（おおよその数字で結構です） 
 
   （      ）％ 
 
問 7 あなたの事業所の常勤職員数を教えてください。 
 
   （      ）人 
 
問 8 あなたの事業所の非常勤職員数を教えてください。 
 
   （      ）人 
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問 9 あなたの事業所の人件費比率を教えてください。 
 
   （     ）％ 
問 10 あなたの事業所の利益率を教えてください。（おおよその数字で結構です） 
 
   （     ）％ 
 
問 11 あなたの事業所で力を入れていることを次の中からお選びください（3 つまで） 
 
 ①食事    ②入浴    ③外出    ④レクレーションプログラム   
 ⑤家族への支援       ⑥カウンセリングなどの面接面談 
 ⑦その他（                            ） 
 
問 12 あなたの事業所の「売り」を自由に記述してください。 
 

 
問 13 あなたの事業所ではひとりひとりの利用者がサービスプログラムを選べますか。次

の中から一つだけお選びください。 
 
①選べる   ②時と状況で選べる   ③選べない   ④わからない 

 
問 14 あなたの事業者ではあなたの事業者に来てから状態が良くなったといわれる利用者

の方がいますか。 
 

①いる  ②いない  ③わからない 
 
 
問 15 問 14 で「①いる」と回答された方にお聞きします。その理由を次の中からお選びく

ださい（該当するものすべて） 
 
   ①利用者の数が少ないから   ②利用者との関係が近いから   

③職員との関係が近いから   ④家族とのコミュニケーションがよくできるから 
⑤サービスプログラムが充実しているから    
⑥その他（                               ） 

 
 

裏面もあります。 
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問 16 問 14 で「①いる」と回答された方にお聞きします。状態が良くなったといわれる利

用者の方には認知症がありましたか。 
 

①全員にあった      ②ほとんどの人にあった 
③あまりいなかった    ④なかった 
 

問 17 問 14 で「①いる」と回答された方にお聞きします。状態がよくなったことについて

具体的に教えてください。 
 

問 18 あなたは大規模なデイサービスに問題や課題があるとすればどのようなことだとお

考えでしょうか。 
自由にお書きください。 

 

問 19 これからのデイサービスのプログラムの在り方について、あなたのお考えを教えて

ください。 
 

質問は以上です。ご多忙のなかご協力ありがとうございました。 


